
（別紙３）

～ 2025年12月28日

（対象者数） 16名 （回答者数） 14名

～ 2025年12月28日

（対象者数） 13名 （回答者数） 13名

○ 分析結果 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

さらに充実を図るための取組等

1

朝礼時に児童の個室対応をすることを見越して、どの職員が
どのように配置するのか、配置の場所を検討するようにす
る。

2

ホワイトボード等を使用して、プログラム等も見通しが持て
るように視覚的に支援できるようにする。

3

月に１回は、５領域に合わせた目標を集団療育に通われてい
る児童に設定rできるように、土日祝等の目標の設定も工夫し
ていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

未就学児と就学児がどちらも興味関心がわくレクリエーショ
ン活動を考案していく。異年齢と取り組む良さを児童達に感
じて頂けるように改善していく。

2

他事業所との連携を図り、様々なイベントを取り組むこと
や、イベントに参加できるように改善していく。

3

就学児のみのレクリエーション活動をレクリエーション活動
の中に取り入れ、同年代との関わる機会を設けていく改善を
行っていく。

メインフロアと個室が3室あり、全てのバリアフリーとなって
いる。
児童の気質、発達段階に応じて、レクリエーション活動や課題
の目標を設定している。

児童の人数に応じて職員の配置を考えている。
また、児童の様子を見て、クールダウンができるように個室等
を使用して、寄り添える環境を設定している。

個室やトイレ等に動物のイラストを表示し、視覚支援を取り入
れている。

児童が個室やトイレが視覚的に分かりやすいように環境を設定
している。
また、動物の名前を用いて、口頭指示で行動に移せるようにし
ている。

５領域に合わせてレクリエーション活動の目標カレンダーを作
成し、連絡アプリでの周知をしている。

目標カレンダーに沿った、レクリエーション活動を職員一人ひ
とりが毎日検討することができている。
また、目標カレンダーに沿ったレクリエーション活動を取り組
むことができている。

就学児のみのレクリエーション活動を取り組む機会が少ない。 未就学児の利用が多い為、就学児のみのレクリエーション活動
の機会を設けるのが難しい時が多い。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

集団療育において、未就学の児童が多い為、就学児とのレクリ
エーション活動が少ない。

未就学児の利用が多い為、レクリエーション活動の内容が就学
児と同じになり、活動の内容が偏ることが多い。
また、就学児のみの活動になると少人数になることがある。

地域の就学児との交流が少ない。 利用児童には様々なレクリエーション活動を取り組んでいただ
くが、地域の就学児との交流の機会が少ない。

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　1月　31日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ILIS CLUB 玉造

○保護者評価実施期間 2025年11月14日

○保護者評価有効回答数

2025年11月14日

事業所における自己評価総括表公表
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